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新年のご挨拶

日本弁護士政治連盟
理事長 梶谷 剛

日弁連の政策課題
弁政連とともに

日本弁護士連合会
会長 宮� 誠

あけましておめでとうございます。
昨年は、デフレ・株安・円高そして雇用・賃金
と、将来に対する不安や危機が尽きない１年となり
ました。
政局では、８月に行われた総選挙の結果、民主党
政権が誕生しました。弁政連は、総選挙では、過去
最多の１３２名を推薦し、そのうち９１名が当選されま
した。今年は、参議院議員選挙が行われますので、
日弁連や弁護士会、全国の支部と連携を密にして取
り組みたいと思います。
昨年５月、裁判員裁判が実施され順調に滑り出し
ましたが、さらに関係者が建設的な協力関係を築
き、この新たな制度がより良いものになるよう努め
ることが期待されています。そして日弁連は、今年
も引き続き司法制度改革に取り組み、局面によって
は厳しい対応・判断を迫られることがあると思いま
すが、「市民の司法」を推進するために全力を尽く
す必要があります。
日弁連・弁護士会の政策を実現するためには、政
治の力は欠かすことができませんので、日弁連・弁
護士会の政策を立法等を通じて政治的に実現するた
めの活動をする弁政連の役割はますます高まってい
ます。
今年もより強く充実した弁政連とすべく、昨年に
引続いて会員の増加・支部の拡大に努める所存で
す。
会員の皆様には、弁政連の活動に一層のご理解を
いただき、弁政連に結集され、一緒に活動されるよ
うお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせていただき
ます。

明けましておめでとうございます。
昨年は政権交代があり、騒然とした年でした。私
にとっても裁判員裁判の施行、法曹人口のペースダ
ウンなど、慌ただしくも充実した１年でした。
弁政連主催の各政党朝食会では、司法予算の充
実、法曹養成、民事法律扶助改革、給費制の継続、
取調べの可視化、個人通報制度の実現など多くの課
題にご理解を求めてきました。朝食会には、各政党
とも幹部クラスに多数出席いただいており、率直で
有意義な意見交換の場となっております。
扶助改革については、今年１月からは生活保護世
帯の原則償還免除が導入されることとなり、また、
法テラス予算でも扶助と国選謄写料双方で明るい見
込みが出てきました。弁政連と一体となっての運動
の成果と喜んでいます。
今後ともますます重要となる国会対策と司法予算
の拡充に向けて、弁政連のご協力をいただきなが
ら、残された任期を全力で走り抜けると申し上げ、
年頭のご挨拶とさせていただきます。

発行／平成２２年１月１５日 発行者／日本弁護士政治連盟
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民主党との
朝食会報告

１１月２６日、民主党と日弁連との朝食会が、ホテル

ニューオータニで開催された。民主党から代理出席

を含めて２８名の国会議員が参加し、日弁連及び弁政

連からの出席者を含めて合計参加者６５名の大規模な

朝食会となった。

１ 宮�誠日弁連会長は、挨拶において、法科大学

院が多様な人材から法曹を養成するために不可欠

な存在であること及び取調べの可視化の必要性な

どを述べた。

２ 弁護士出身の仙谷由人行政刷新担当大臣が、民

主党代表挨拶において、行政刷新会議の事業仕分

けの事務局に弁護士を採用したこと、弁護士から

政策担当秘書への道を開くことについてある程度

の実績を残せていること、行政不服審査法を国民

の権利を軸にした内容に作り直すことを検討して

いることなどを述べ、官治から法治への移行に向

けて弁護士会といろいろな作業を一緒にさせてい

ただきたいと述べて挨拶を結んだ。

３ 日弁連から、重要な政策課題として、以下の２

点について説明がなされた。

第１に、取調べの可視化について、川崎達也日

弁連副会長が、取調べの全過程の録画が必要であ

る旨を説明し、秋田真志日弁連取調べの可視化実

現本部事務局長が、イリノイ州において殺人事件

の取調べの全過程の録画制度が導入され、警察が

可視化によって信頼を得られるようになったと報

告した。

第２に、法曹養成制度の充実に向けた課題に関

して、田中等日弁連副会長が、平成２２年１１月から

修習生に給与が支払われなくなることにより修習

生が修習に専念できなくなるおそれがあることか

ら、給費制の復活を求め、少なくとも修習生に対

する支援制度ができるまで給費制を維持すること

を求めた。また、法科大学院生に対する援助に関

して、全体の支援の金額の増額が必要であること

を説明した。

４ 参加国会議員から挨拶があり、横路孝弘衆議院

議長、江田五月参議院議長、中井洽国家公安委員

会委員長らの挨拶の後、国会議員の最後に弁護士

出身の千葉景子法務大臣が挨拶した。弁護士出身

の横粂勝仁衆議院議員、階猛衆議院議員及び検察

官出身の山尾志桜里衆議院議員も挨拶をし、拍手

を浴びた。

（企画委員会委員長代行 廣瀬健一郎）
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自民党との
朝食会報告

平成２１年１１月１７日、ホテルニューオータニ「鳳凰

東中の間」において、自民党との朝食会が開催され

た。

朝食会は梶谷剛弁政連理事長の挨拶で開会し、続

いて、宮�誠日弁連会長、高村正彦衆議院議員の挨

拶がなされた。

今回の朝食会では、日弁連側では、荒 中日弁連

副会長及び足立勇人日弁連副会長から、「セーフティ

ネットの拡充（民事法律扶助を含む）」について、

田中等日弁連副会長から「法曹養成制度の充実に向

けて（司法修習給費制の継続と奨学金制度の充実を

含む）」について、各々のテーマについて要請がな

された。

引き続き、これらのテーマに関して活発な意見交

換がなされ、高村正彦衆議院議員から法曹養成制度

については抜本的な解決が必要であろうという意

見、森英介衆議院議員、長勢甚遠衆議院議員から、

いずれのテーマも前向きに取り組んでいきたいとい

う趣旨の発言がなされた。

また、山本有二衆議院議員からは、たとえ意見が

一致をみなくてもこのような意見交換の場は重要で

あり活かしていきたいとの発言、谷畑孝衆議院議員

からは、誰でも訴訟をしていけるようにするために

法テラスの果たす役割は大きいという意見、世耕弘

成参議院議員からは法曹養成制度の問題は弁護士の

適正配置が必要であり真に国民のためになるよう考

えていきたい旨の意見が述べられた。

最後に自民党政務調査会法務部会長となった森ま

さこ参議院議員からは、セーフティネットの問題、

法曹養成制度の問題に関し意欲的に取り組んでいき

たい旨の意向が述べられた。

様々議論は尽きず、畑 守人日弁連副会長の閉会

の挨拶をもって、盛会のうち朝食会は終了した。

（企画委員会副委員長 的場美友紀）
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公明党との
朝食会報告

平成２１年１２月３日、ホテルニューオータニにて公

明党との朝食会が開催された。

公明党からは、山口那津男代表、浜四津敏子代表

代行、井上義久幹事長、北側一雄副代表、神崎武法、

冬柴鐵三の両常任顧問、漆原良夫国会対策委員長、

斉藤鉄夫政務調査会長、木庭健太郎参議院幹事長、

荒木清寛政務調査会副会長、弘友和夫団体渉外委員

長、富田茂之政務調査会副会長、大口善�政務調査

会法務部会長、澤雄二政務調査会法務部会長代理、

魚住裕一郎司法制度改革委員会委員長、松あきら参

議院法務委員長という錚々たるメンバーにご出席を

頂いた。

この日は、日弁連から�「セーフティネットの拡

充（民事法律扶助を含む）」�「法曹養成制度の充

実に向けて（司法修習給費制の継続と奨学金制度の

充実を含む）」�「取調べの可視化問題」の３つの

テーマについて要請がなされ、活発な意見交換が行

われた。

党側からは、�について「セーフティネットの拡

充という点で民事法律扶助の充実は大変重要であ

る。さらなる財政的支援を訴えていきたい。」、「セー

フティネットを有効活用するためのコーディネー

ターとして弁護士は適任と考える。（日弁連から要

請があった）厚生労働省の事業の一部を法テラスに

委託するということも検討されてよいのではない

か。」との意見、�について「優秀人材の確保のた

めには、経済的理由により法曹の道を閉ざすことは

あってはならない。まずは、奨学金制度の在り方を

見直し、無利子にしていくべきである。司法修習に

おける給費制の継続については、貸与制に移行する

法律が成立している現状においては難しい面もある

が検討していきたい。」との意見、�について「速

やかに可視化が実現するよう政府に対し法案提出を

求めたい。」との意見などが述べられた。

いずれのテーマについても、同党が、日弁連と基

本的に問題意識を共有し、問題の解決に向けて前向

きに取り組む姿勢が感じられた。

（企画委員会副委員長 佐藤真代）
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講演会

枝野幸男
衆議院議員
講演会報告

平成２１年１２月９日午後６時から弁護士会館１７０１会
議室において、日本弁護士政治連盟主催で、民主党
枝野幸男衆議院議員（第二東京弁護士会 ４３期）を
招いて、講演会が開かれ、日本弁護士連合会宮�誠
会長、当連盟尾崎純理企画委員会委員長を始め、当
連盟のメンバー及び政策秘書志望者等を中心に約８０
名が参加した。
枝野議員からは、立法過程、ロビィング及び政策
秘書の役割のほか、枝野議員が統括していた事業仕
分けについて、具体的な事例を交えながらお話しい
ただき、最後に「政治主導への動きは、もう止まら
ない。こうした動き、公開の流れの中で、政治家も、
政策能力のない人は今後淘汰されていく。こうした
中、政治家にもますます弁護士出身者が増えて然る
べきであり、これを機に政治に参加いただきたい。」
と締めくくっていただいた。
講演内容は当連盟にとって有益な示唆に富むもの
であり、今後の活動に生かしていきたい。
なお、講演後質疑応答も活発に行われ、その後枝
野議員を囲んで懇親会が開催された。
講演内容の概要は以下のとおり。
Ⅰ 立法過程、ロビィング及び政策秘書について
� 立法過程
・現在変革の過程にある。
・新政権下においては、従来と異なり、族議員
やアンダーグラウンドでの取引を避けるた
め、政策決定は内閣に一元化し、与党で法案
の了承手続をとらないこととした。
・ただし、与党も自らが法案の内容に関わらな
いままで議論も無しに法案に賛成できないた
め、与党の関与の仕方については、尚模索中
であり、今後も本質的に常に問題となる点で

ある。
� ロビィング
効果的なロビィングのポイントは以下の３点。
・獲得目標を明確にすること。
・キーマンを二人（多数派形成のために走り回
る事務局長的な当選２，３回の若手議員と重石
となる当選６回以上の議員）抑えること。
・話しを持ち込む順番、段取りを考えること。
� 政策担当秘書について
・政策担当秘書として成功するには、専門分野
を限定せず、あらゆる分野に一定の素養を有
し、あらゆるものを適切に捌く能力を有する
ことと、多数派形成のための作業、人と話す
ことをいとわない、といった政治的センスが
必要である。
・法案の作成にあたり衆議院、参議院の法制局
若しくは霞ヶ関と議論する際には法律の知識
が必要となるが、かかる法律知識は上記の政
治的センス・興味を有することが大前提で、
それに加えてのプラスαとなるにとどまり、
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司法試験に合格して資格があるから政策担当
秘書にと軽々に考えるべきではない。ただ
し、こうした政治的センスを有すれば、本人
の能力とついている議員次第で相当の仕事を
こなすことができて面白い仕事である。

Ⅱ 事業仕分けについて
�事業仕分けにより漢方薬は保険適用除外とされ
たとの誤報に見られるように、マスコミは一次
情報にあたらず、財務省の掌で踊らされてい
る。
� 事業仕分けは、個別の事業について、客観的
に明らかに、目的が目的としての合理性を失っ
ているもの、目的と手段の因果関係が欠如して
いるものについての議論であり、政治的判断を
要するものは対象でない。全体としての科学技
術予算を減らすという議論でなく、現状の縦割
り、細分化、重複、中抜き、ピンはねという科
学技術助成のやり方を見直そうというものであ
る。
� 我が国では、過去、予算、対象事業について、
政治もマスコミも、目的と手段を区別せず、目
的の重要性ばかりを議論し、目的と手段の因果
関係、手段の合理性、合目的性について議論し

てこなかった。今回一部の人とはいえ、目的と
手段の因果関係、手段の合理性、合目的性とい
う意識が共有できたのは事業仕分けの大きな成
果である（ただ、マスコミの上部はまだ目的の
みの議論から変わっていない）。今後３年くら
いの間に意識転換して予算の作成、議論の仕方
が変われば我が国の財政を相当立て直すことが
できる。
� これに対し、要求官庁は、議論の次元を目的
に戻し、また議論を抽象化し抵抗している。財
務省も、議論を抽象化して天下り等を棚上げに
し、数字だけは事業仕分けの結果どおりの削減
を求めるような策動をしている。こうした動き
をきちんと検証していけるかが、事業仕分けが
その意図のとおりに短期的に効果を挙げるかど
うかにつながってくる。
� なお、事業仕分けの１時間は短いという批判
もあるが、今回の対象事業の殆どは過去には継
続事業として議論の対象ですらなかったものを
初めて議論するようになったものであり、加え
て、仕分け人は事前に２，３時間準備のための勉
強をしており、時間が短いという批判はあたら
ない。

（企画委員会副委員長 上山直樹）

１．新井健一郎（あらい けんいちろう）
２．東京弁護士会（新６１期）
３．柿沼 正明（かきぬま まさあき）
衆議院議員（民主党）
４．弁護士という法律専門家が、司法界の
みならず、立法の世界においても、果た
すべき役割があるはずだと思い、政策秘
書になりました。もとより未熟ではございますが、弁護士
の名前に恥じないように頑張るつもりです。

１．中田 圭一（なかだ けいいち）
２．東京弁護士会（現６１期）
３．中後 淳（ちゅうご あつし）
衆議院議員（民主党）
４．今回、弁護士から政策担当秘書になる
ことにご尽力いただいた関係者の皆様
に、まずはこの場をお借りしてお礼申し
上げます。私は、国会事務所にみならず、選挙区の地元の
事務所で勤務することも多くなる見込みです。その際は、
弁護士として依頼者からの聞き取りを行った経験を生かし
て、有権者の話をよく聞いたうえで、具体的にどのような
政策によって有権者の要望を実現できるか、代議士ととも
に考えることのできる政策担当秘書を目指したいと考えて
おります。

１．小島 秀一（おじま しゅういち）
２．東京弁護士会（新６１期）
３．仙谷 由人（せんごく よしと）
内閣府特命担当大臣（民主党）
４．「坂の上の雲」、名もない多くの国民が
己の信条に命を懸けていた時代の物語。
翻って、自らを省みる。浅学非才の身で
すが、兎に角、覚悟だけは持ち、世のために働く議員の一
助となれるよう頑張っていきたいです。

１．渡辺 拓（わたなべ ひろむ）
２．第二東京弁護士会（６０期）
３．小沢 鋭仁（おざわ さきひと）
環境大臣（民主党）
４．地道な歩みを丁寧に重ねて行くその先
に、一つでもこの国を良くする何かを残
すことができるのではないか。永田町の
奔流にもまれながら、そのようなことを考えている今日こ
の頃です。今後ともご指導のほどお願い申しあげます。

弁護士から政策担当秘書になった会員紹介（その１）
１．氏名 ２．所属弁護士会名 ３．採用された国会議員のお名前 ４．政策秘書としての抱負
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２００９年１１月２８日午後６時から、市内ホテルにおい
て、議員懇談会を開催し、国会会期中等の状況の
下、国会議員本人６名・代理人７名、北海道議会議
員４名、札幌市議会議員３名の皆様にご出席頂くと
ともに、横路孝弘衆議院議長（札幌弁護士会会員）
及び鳩山由紀夫総理大臣その他の議員からメッセー
ジを頂いた。
当支部からは、弁護士会の取組として、司法修習
生給費制廃止問題、法曹人口問題、岩見沢拘置支所
移転問題、捜査段階における取調べの可視化問題に
ついて紹介をし、また、議員からは、当支部に対し
議員と弁護士会との橋渡し役や地域における司法の
担い手としての役割を果たすことへの期待、可視化
問題に対する国会での取組等の発言がなされた。
今後は、議員の皆様と上記の課題や地域司法計画

等についてより踏み込んだ協議を継続して行うこと
を計画している。

当支部は、平成２１年３月１４日に誕生したばかり
の、まだ歴史の浅い支部ではありますが、地元選出
の国会議員との交流を深め、我々の意見を政治に反
映させるべく鋭意奮闘中です。
当支部の今年度の大きな活動としては、先の総選
挙を受けて、民主党との政策協議会及び当選祝賀会
を平成２１年１０月２３日に行ったことが挙げられます。
当日は多数の国会議員の参加をいただき、県内の
裁判員裁判の実施状況や、利息制限法の上限金利問
題等に関し活発な情報・意見の交換をするととも
に、祝賀会では酒を酌み交わしながらのざっくばら
んな交流が図られ、盛況のうちに終了いたしまし
た。

当支部では、今後も同様の会合を与党・野党にか
かわらず開催していく予定であります。
ところで、当支部独自の活動として、議員サポー
ター制度があります。
これは、地元選出の国会議員に当支部会員が各２
名サポーターとして張り付き、各国会議員の立法等
の議員活動のため、その求めに応じ弁護士の立場か
ら役に立つ情報を提供し、または、意見を述べるな
どする制度です。
各国会議員にとってみれば、立法等の議員活動を
するにあたり、法律の専門家である弁護士に気軽に
相談できるというメリットを享受でき、弁護士側に
とってみても、自分たちの意見を国政に反映させる
機会を得られるという画期的な制度であり、前述
の、民主党との協議会においても、各国会議員の皆
様のご賛同をいただいたところであります。
今後については、このサポーター制度を充実・定
着させるべく、各サポーターにおいて個別に担当国
会議員と交流を深めていく予定であります。
以上が、本年度の当支部の主な活動であります。
次年度以降は、自民党との協議会を開催する予定で
あり、引き続き活発に活動を行っていきたいと思い
ます。 以上

支部報告Ⅰ

札幌支部 議員懇談会開催
札幌支部事務局長 中村 �

福島県支部 支部活動がスタート
福島県支部副幹事長 槇 裕康
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１ 今年度は、何と言っても解散総選挙があり、し
かもその解散の日取りもなかなか決まらなかった
ことから、衆議院議員の先生方も大変忙しく、各
先生との日程調整がつきませんでした。そのため
先生方と膝を交えてじっくり勉強することも、顔
見せ的パーティをすることも出来ませんでした。

その意味で、活動のやり
にくい年度だったと言えま
す。
２ 他方、我が支部では、驚
天動地の出来事が突発しま
した。教育委員会などの中
立が要請される行政委員と
弁政連役員との兼職禁止問

題です。
私たちのほとんどが、迂闊なことに、支部設立
の趣旨を、本来中立的な弁護士が、主として国民
のために、中立的・独立的に政治家に働きかける
為の組織という理解をしており、それはそれとし
て間違ってはいないものの、この兼職禁止のこと
が全く念頭に浮かびませんでした。そのために、
前支部長には大変ご迷惑をおかけし、深く考えも
せず強引に支部長を引き受けていただいた私たち
としては、慚愧の念に耐えないところとなりまし
た。
３ このような反省を踏まえ、我が支部としても、
来年度こそは地に足をつけた活動をじっくり行う
こととします。

京都では、毎年、弁政連主催で、国会・府会・市
会各議員と京都弁護士会との意見交換会が開催され
ています。
２００９年（平成２１年）６月１３日には京都市会議員と
の意見交換会が、同月２７日には京都府会議員との意
見交換会が、そして、同年７月１１日には京都選出の
国会議員との意見交換会が開催されました。この意
見交換会は、当会の意見を議員の方々に説明して当
会の活動への理解をしていいただく貴重な機会であ
り、弁政連には非常に感謝申し上げています。
各意見交換会の冒頭、谷口忠武日本弁護士政治連
盟京都支部長から、日本弁護士政治連盟が弁護士会
の政策課題を政治へ反映していくことを目的として
いること、これらの意見交換会が定着してきたこと
等のご挨拶がありました。
特に国会議員との意見交換会では、当会から国会
議員に説明したテーマ等は下記のとおりでした。
両性の平等委員会：生活保護の母子加算、老齢加
算復活。消費者保護・消費者行政一元化推進本部：
消費者委員会のメンバー選任、消費者庁設置法の附
則・付帯決議事項、特に消費者被害救済制度・違法
収益吐き出し制度の立法の必要性。高齢者・障害者
委員会：高齢者虐待防止法の改正、成年後見などの
申立権者の範囲の拡大。業務推進委員会：議員の立
法活動に際し、当会の弁護士紹介制度ないし弁護士
推薦制度を利用して、当会会員を有効に活用される
方策。子どもの権利委員会：国選付添人制度の拡充
（全面的国選付添人制度の実現）について、現状で
は窃盗など多くの少年事件が対象とならない不都合
の説明。取調可視化本部：取調べの可視化を義務づ

ける法案（刑事訴訟法の改正案）について足利事件
もあげ、また、一部録画DVDがかえって録画しな
いよりも悪い影響を与えることなども指摘した全面
的可視化の必要性。南部地家裁設置本部：京都府南
部地域における司法アクセスを確保するために南部
に裁判所支部を新設する必要性。公害・環境委員
会：今後法案審議で問題となる都市法制の抜本的な
改革、気候変動・地球温暖化対策法の制定の必要
性。法テラス京都事務所：民事法律扶助制度の概要
の説明があり、民事法律援助対象事件の拡充につい
て（特に行政手続について）制度拡大の必要性、国
選事件の謄写費用の予算化の必要性。
政局が揺れており、極めて多忙と思われた中、６
名の国会議員が参加していただきました。この意見
交換会は当会にとって当会が訴える課題を議員の
方々にご理解いただくのに極めて有意であり、当会
にとって今ではなくてはならない年中行事となって
います。今後もこの意見交換会を設けていただきま
すよう、よろしくお願い申し上げます。

大分県支部 新年度に向けて
大分県支部長 三井嘉雄（３２期）

京都支部 国会議員・府会議員・市会議員との意見交換会開催
京都支部会員（現京都弁護士会副会長） 長野浩三
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これまでの平成２１年度における主な活動の一つ

は、昨年７月下旬のイタリア下院議会訪問です。弁

政連会員を中心とする総勢２０名が、ローマ市内の同

議会を訪問し、厳重な危険物探知器のチェックを受

け、歴史ある議会を見学しました。その後ベネチア

に列車で移動しイタリアの夏を満喫してきました

が、帰国後弁政連の趣旨に賛同し、自発的に入会を

申し込んだ参加者がありました。

他には、国会議員との積極的な接触を持つ機会を

作りました。まず公職選挙法に関する勉強会の開催

を各政党に呼びかけ、衆議院議員選挙の直前に民主

党神奈川県連と実際に勉強会を行い、懇親会も開き

ました。その後公明党から勉強会の開催を申し込ま

れています。さらに、衆議院議員に当選した横粂勝

仁議員の話を聞く会を弁政連に入会していない若手

にも呼びかけて実現しました。５７期までは無料とし

たこともあり、総勢５０名を超える参加者がありまし

た。

当支部も弁政連への加入数はなかなか増加しませ

んが、様々な企画を実現し、特に若手に「おもしろ

そうだな」「入ってみようか」と思わせるように努

めております。

昨年１０月１６日（金）午後７時から、当支部主催に

より、８月３０日総選挙で当選された衆議院議員（小

選挙区・比例区）の皆さんをお招きし、ANAクラ

ウンプラザホテルにて当選祝賀会を開催しました。

当日は、政権交代の熱気溢れる中、私どもの予想を

超え、代理を含め２３名もの議員の方々に出席をいた

だき、支部設置以来の賑わいとなりました。政党別

の出席人数は、民主党１７名（議員１２、代理５）、自

民党３名（議員１、代理２）、共産党２名（議員）、

社民党１名（代理）でした。

冒頭、高階貞男支部長から、「日本にも漸くにして

新たな風が吹き始め、政権交代等大きな変化の兆し

が見えつつあります。弁護士会の政策提言等を通じ

て変革を後押しできるよう一層連携を強めたい。」

との挨拶があり、議員の皆様からも、異口同音に国

政レベルで弁護士会、弁政連との連携に大いに期待

したいとの力強いメッセージをいただきました。

神奈川支部 イタリア議会訪問
神奈川支部幹事長 本間 豊

大阪支部 当選祝賀会盛大に開催
大阪支部幹事長 福原哲晃
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編集後記 「政治の変革・変動と弁護士会のかかわりをお伝え続けたいと思います」（いいだ）

「今回は、本当になにもせず、ごめんなさい」（みち）

「若手会員がどんどん増えています！是非、弁政連に御参加下さい！」（さいじょう）

「弁護士が立法や行政にどう関わっていくかが、これからは問われてくると思います」（いでい）

５委員会委員長からの挨拶
意欲ある若手弁護士の参加を 企画委員会委員長 尾崎 純理

二年間若手弁護士と政治家との懇談会を開くなどいろいろな企画を重ねてきました。政権交代が行わ
れ、若手弁護士が様々な分野で活躍を始めています。
横粂さんが総選挙で議席を得たことは皆さんご承知の通りですが、今世間の注目を浴びている行政刷

新会議の事務局には二人の弁護士が働いています。また第２ラウンドからですが、仕分人にも弁護士が
登用されました。仙谷、小沢大臣を始め、政策秘書に採用された弁護士は１０人を超えようとしています。
脱官僚依存をスローガンにする政権の下、弁護士の役割はますます重要となり、この流れは例え再び政
権交代があったとしても変わることはありません。
意欲ある若手弁護士に企画委員会の扉は開かれています。

足腰の強い組織とするために 組織強化委員会委員長 下河邊和彦

弁政連は、現在、全国に２８の支部を有し、その活動も年々充実してきております。
しかしながら、組織率はまだ低くきわめて不十分な組織と言わざるをえません。
足腰の強い組織とするために、支部未設置地域の理事のご協力をいただきながら、その解消に一層努

めたいと思います。会員数拡大の要は、東京三会における組織率の向上にあります。東京本部との連携
のもと、若手会員に対する働きかけも強め、存在感のある組織作りを推進しますので、ご支援をお願い
致します。

会費納入にご協力を 財務委員会委員長 村越 進

弁政連がその役割を果たすためには、活動のエネルギ－と資金の裏付けが必要不可欠です。近年、弁
政連の活動は量的にも質的にも拡大・拡充してきており、活動の成果もはっきり出てきています。しか
しながら弁政連の活動を支える財源は、依然として厳しい状況であります。今後、組織強化委員会と連
携しての新規会員の獲得は勿論、既存会員の会費納入率を高めるために一層尽力したいと思います。一
人でも多くの皆様が弁政連の活動を支えてくださるようお願い申し上げます。

プレゼンスを高める広報を 広報委員会委員長 飯田隆

弁政連の二大広報媒体は、弁政連ニュースとＨＰです。政治が大きく変革しているこの時期に、これ
に関わる弁政連の活動をタイムリーに報告し、情報発信します。次に、弁政連ニュースの毎号で、数ヶ
所の支部に活動報告をお願いし、これからの２年間で全支部に登場してもらいます。これらによって、
対外的にも対内的にも、また、本部だけでなく支部を含めた総体として、弁政連の活動について認識と
理解を深めて、そのプレゼンスを高めていくことを目指します。また、弁政連へ若い人達の結集を促進
するために、広報活動も若い力によって、更なる充実をすすめます。

フットワ－クよく活動を 総務委員会委員長 吉岡 桂輔

このたび従前の広報委員長から総務委員長に就任いたしました。
総務委員会は国政選挙における推薦問題を中心に、弁政連の組織や事務局の諸問題を扱います。この

ほか、先日の「長野地方判所伊那支部の庁舎立て替え問題」など、他の委員会所轄外の事項も、特別に
扱う事があります。いわゆる「何でも総務」…？
フットワークよく行きたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

ご挨拶


